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要 旨

　本 稿 は、1911 （明治44＞年に 設立 され た秋田木工 株 式会 社 の

設 立過 程 を明 らかに する こと を目的 と したもの で あ る 。 文献史

料を中心 に 調査 した結果 、次の よ うな結 論 を得 た。

1）農商 務省の 政策 に よ り、ドイ ツ、オ
ー

ス トリア 、ハ ン ガ リ

　
ー

の 曲 木家具 に 関す る 調査 が な さ れ、その 報 告 を基 礎 と して 、

　我 が国 の 東北 地 方に 生 育 する 広 葉樹の 利用促進 が 展 開 さ れ た。
2 ）秋 田 県林務 技 師で あ っ た飯 島直助 は 、広 葉 樹 利 用 の 方法 と

　 して 曲木 業 が 有望 と考 え、新 聞に そ の 論拠 を連 載記 事 と し て

　 発 表 し た 。 こ の 記事 に 触発 さ れ た 沓澤熊 之助 が飯 島の 支 援 を

　得 て 秋 田 曲 木 製作所 を 設立 し、そ の後 株 式会 社 と な っ て 秋 田

　木工 株 式会社 が 誕 生す る Q

3 ）オ ース トリア で 曲木 業の 修 業 を し、東 京曲 木 工 場 に 勤 務 し

　て い た 佐 藤徳 次郎 が 秋 田曲木 製 作所 の 技 師 と して 参画 し、秋

　 田 木 工 株 式 会 社 に お け る 生 産 技 術 の 基 礎 を築 い た。

Summary

　The　purpose　of 　this　paper　is　to　make 　clear　how 　Akita
Mokko 　Co ，　Ltd．　was 　founded 　ln　1911，（in　the　44th　year
o歪　Meili）．　 As 　a 　result 　of　 doing 　research 　into
documentary　 records

，
　the　following　conclusbns 　 were

drawn．
1 ）Research 　on 　bent　 wood 　furniture　in　Germany

，

　Austria　and 　Hungary 　was 　done 　according 　to　the

　pdicy　of　the　Agricu撞ure　and 　Commerce 　Ministry．　On
　the　basis　of　this　report ，　there　came 　into　being　the
　pro田 otion 　 of　 making 　 use 　 of　the　broad−［eaved 　trees

　growing　h 　Tohoku 　District　in　Japan ．
2）Naosuke　Iilima，　a　forestry　o貿icer　in　Akita　Prefeσture，
　published　his　idea　serialIy　in　the　newspaper 　that　bent

　wood 　 work ．would 　 help　to　 utilize 　 broad−leaved　 trees．
　Under 　 the　influence　of　 this　article，　 Kumanosuke
　Kutsuzawa　founded　Ak忙a　Bent　Wood 　Manufac ヒuring

　Compa 日y，　which 　later　became 　Akita　Mokko 　Co．　Ltd．
3）Tokujiro　Sa匙o ，　who 　worked 　for　Tokyo　Bent　Wood
　Factory　after　 having　learned　bent　 wood 　work 　in
Austr｝a ，　 participated　in　 Akita 　Bent　 Wood

　Manufacturing　 Company 　 as 　 an 　 expert 　 and 　 Iaid　 the
　groundwork 　for　 manufacturing 　technique　in　Akita
　Mokko　Co．　 Ltd，

1 ．　 は じめ に

　 本稿 は 曲木 の 造 形文 化 に関 す る研 究 の 第 3報で あ り、明治末

期に 官民
一

体 で 設 立 され た秋 田木工 株 式 会社 の 設 立過 程 につ い

て 明らか に する こ とを 目的 とする 。

　 第 1報 で は、1897（明治 30）年に 東京府下 で 淀橋曲木 工 場 が

設 立され、そ の 後 1905 （明 治38）年〜1907 （明治40）年 に か け

て 東京、大 阪 で 相次 い で 曲 木椅 子 工 場 が 設 立 さ れ た こ と が 確認

さ れ た 〔注 1 ユ。とこ ろが 、こ う した民 間の 初 期 曲木 工 場 は 、

農 商務 省 の 曲 木 研 究開 始以 前 よ り曲 木家 具の 製 造 を行 っ て お り、

行 政の 直接 関 与は 弖909 （明 治42）年 ま で 殆 ど 認め られ な い と判

断 した ［注 2 ］。

　 亘909 （明治42）年に な る と、農商務省は 宮城県 玉 造 郡鍛 冶谷

澤 に 官 営 の 製材所 を建設 し、東北 地 方の 広 葉樹、と りわ け ブ ナ

材の 利 用促 進 を啓 蒙 してい く ［注 3 ］。その 主た る 人 物は 1906

（明治39）年 か ら1908 （明 治4D 年 に か けて ヨ ーロ ヅ パ に留学

した山 林局 技師 の 佐藤振 五郎で あっ た 。 佐 藤 は 山林 局 を代 表す

る技 師 で、広葉樹 林活 用 政策 の 責任 を担 っ て い た ［注 4 ］ 。

　19H （明 治44）年 に 秋 田木 工 株 式会社 が 秋 田県雄 勝郡湯沢町

に 設 立 され る 、、その 当時 の 社 会的 背景及 び 設 立 経 過 に つ い て は

秋 田 木 工 株式会社 『八十 年 史』 に 概ね記 載 され て い る ［注 5 ］。

し か し な が ら、山林局 の ブ ナ 活用政 策及 び 曲木椅 子 製作研 究 と

の か か わ りは 体系 的 に 示 され て い ない 。本稿 に お い て は、農 商

務 省 の ヨ
ー

ロ ヅ パ に お け る 曲木 産 業の 情 報収 集事 例 との比 較 も

含 め 、秋 田 木 工 株 式会 社設 立 に 関 連す る内 容 を整 理 して い く。

　秋 田 木 工 株式会 社は 、地 方 の 小都 市 に 設 立され た 曲木 家具 企

業 で あ る。1920 〔大 正 9 ）年 に 設立 され た岐 阜 県の 中央 木 工

（現在 の 飛騨産 業株 式 会社）、1922 （大 正 11）年 に 設 立 され た

広 島 県の 沼 田木 工 （現在の 株式会社マ ル ニ ）も、設立 当初 は 曲

木 椅 子 生産 を主 体 として い た こ とか ら、秋田木工 株 式 会社 の 設

立 経過 に 関 する 考察 は、我 が 国 の 洋 家 具産業 の 発達 を考え る上

で も重 要 な意味 を持 つ と考 え られる。

2 、研 究 の 方法

　第 1 報で は、明治後 期、大 正期、昭 和初期の 文献史料 を 幅広

く収 集 して 考察 し たが、本稿 で は 明治後 期 に 刊行され た文献史

料 を基 礎 と し、特に 1908 （明治41）年 2月 の 『曲木 家具製 造 事
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業 二 關 ス ル 調 査 報 告 書』　［注 6 ］、1909 （明 治42）年 3 月 の

『獨墺 兩 國森林 工 藝 研 究復命 書」 ［注 7 ］、1909 （明治42）年

3月27日〜4 月 2 日にお い て 「秋 田魁 新報』 の 連載記 事 となっ

た 「ぶな、其他 雑 木 の ⊥ 藝 的利 用に 就て 」 ［注 8 ］を 中心 に 史

料の 比較 を詳細 に行 い 、曲木 家具 製作 技術 を どの よ うに して 秋

m 県に導 入 した かを追 究 する 。

3 ．農商 務 省に おけ る曲木 産業 及び 製 作技 術 に 関 す る 調 査

3．1．農 商務 省の 森林 資源及 び 木 材 利 用 に 関 す る 調 査

　明治30年代 の 農 商務 省 山林 局 は、林 政 課、林 業 課 、調 査課 、

宅計 課 か ら構 成 さ れ て い た ［注 9 コ。こ の 調査 課が 中心 とな り、

明 治30年代よ り森林資源及び 木 材利 用 に 関す る 調査 が 多 数行 わ

れ る。海 外 に 関 す る 主な 調査報 告書、視 察復命 書は 次 の よ うな

もの で あ る ［注 10］。　0 の 中は報 告書、復命 書 の 数 を示 す 。

1） 1897（明治 30） 年〜190藍 （明治 34） 年

　ア ジ ア （1）、ヨ
ー

ロ ヅ パ （1）、

2 ）】903 （明治36）年〜1906 （明治 ilY）年

　ア ジ ア （6 ）、ヨ
ー

ロ ヅ パ （3）、

3 ）1907 （明 治40）年〜1902 （明治45 ）年

　ア ジ ァ （8 ）、ヨ …ロ ッ パ （1 ）、南 米 （1）

　 ヨ
ー

ロ ヅ パ に 限 っ た も の は下 記 の 内 容 で あ る。

  村 田重 治 ：澳 太 利 國 森 林 視 察 復 命 書，農 商務 省 山林 局 ，1901

  松 波秀實 ：匈 牙 利 王 國 森 林 視 察復 命 書，農商務省 山林 局 ，19

　 02

  道 家充 之 ：露 國林 業視 察復命 書 ， 農 商務省 ［［r林 局，1904

  平 尾博洋 ：曲 木 家具製 造事業 二 關 ス ル 調 査報 告 書，農 商務 省

　山林 局 ，　lgo8

  佐 藤賑 五郎 ：獨墺 雨 國森林 工 藝研 究復 命 書，農 商務省山林局，

　 1909

　  〜  に 示 し た よ うに、1901 （明治34）年に はオー
ス トリア、

翌 1902 （明治 35）年 に は ハ ン ガ リ
ー

の 森林 視察復 命 書が 提 出さ

れ て お り、ア ジ ア に お け る 森林 視 察 と共 に、ヨ ーロ ヅ パ の 森林

資源 と木 材利 用 の 調 査 も 継 続 して 行 われて い る n こ う した ヨ ー

ロ ヅ パ （ドイ ツ、オ
ー

ス トリ ア ）の 林 業 を模 範 とす る 姿 勢は第

1報 で も記述 し たよ うに、明治20年代 後 半 まで 遡 る ［注 11］．

他 に も、ドイ ヅ、オ
ー

ス トリア の 林業 に 関す る研 究 を記 し た山

林局 関連の 刊行物は 、 次 の ようなも の が知 られ て い る。
・志 賀泰山編 集 ：獨逸 國 森林事情 ．L巻 ， 1901（明治 34）年

・志 賀泰 山編 集 ：獨逸 國 森林事情
．
ド巻，1903 （明治 36）年

・
持 田軍十郎 ：瑞 西 國及墺 匈 國留學 習得 學科 二 關 ス ル 論 文，19

　06 （明 治39） 年

　 上 記の 『獨 逸 國森 林 事情 上 巻、下 巻』 に よれ ば、志 賀泰 山

は 山林 局林業 課 の 課 長 と して 、1900（明 治33）年 6 月 よ り1901

（明 治34）年 5 月 ま で ドイ ツ を 中心 に 視 察 を命 じ られ て い る。
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また 、持 田 軍 十郎は は 山林局 林業 課営林 技 師 と して 1903 （明治

36）年 6 月 か ら 1905（明治 38） 年 3 月 まで ス イ ス、ドイ ヅ に 留

学 を命 じ られ て い る。こ の こ とか ら、佐藤 賑五郎 が ヨ ーロ ッ パ

に 留学 した 1906 （明治 39）年か ら 1908（明 治41）年以 前 に、山

林局 よ り視察、留学 が 多数 実施 されて い た こ とにな る。換 言 す

れば、曲木産 業の 視 察 も含 め、ドイ ヅ、オ…
ス トリア の 木 材工

芸 を調査 した佐藤振 五 郎の 留学 は、農 商務 省の 計画 的な林 業政

策 に 位置 づ け られ た要 素が 強 く、突発 的 な命令 で は なか っ た こ

とが うかが われ る。

3．2．農 商務 省 に お ける 曲木 産 業及 び 製作技 術 に 関 する調査

　 第 1報 で は、農 商務 省 よ りヨーロ ッ パ の 曲木 業 に 関 す る拝命

は、1907 （明治39）年 5 月 に 命 を 受け、1906 （明 治 39）年 6 月

〜19G8 （明 治 41）年 8 月 に か け て ドイ ツ、オ
ー

ス ト リア に 留学

した佐 藤鑷 五 郎 が 最初 と解釈 して い た ［注12］c と こ ろが、農

商務 省は、曲木 家具 製 造事 業 に 関 する 調査 を1905 （明治 38） 年

12月 に嘱託 員 の 平尾博 洋 に 命 じて い た の で ある 。 理 由は 不明 で

あ るが、平尾が 実際 に 出発 したの は｝906 （明 治39）年 12月で あ

っ た。平尾 の 行 動は 「明治 卅 八 年 卜二 月八 日付 ヲ 以 テ 澳太 利、

匈牙 利 國 二 於 ケ ル 曲木及 日常家具 製 造 事業 ノ調 査嘱託 ノ命 ヲ 奉

シ 客年一
｝
．．
二 月廿 九 凵 神戸解 纜 ノ 常 陸丸 ニ テ 出發翌 四十 年三 月

一

日 澳 太 利 維 也納府 着 爾來 ビ ス トエ ツ ク 、フ ユ ウ メ 、トリニ ス ト、

ブ ダペ ス ト、等 ノ 各地 二 於 テ 調査 二 着手シ三 月 廿五 日終 了維 也

納 府 出發歸 途獨、佛、英、米 等 ノ 諸國 二 立 寄 リ尚 ホ 製 品販 賣ノ

状 況 並 二 需 用 ノ 状 態 ヲ 視 察 シ 本 年 六 月
．一一

日 歸 朝仕 候・・… ・
」

［注 lis］と い う 復命 書の 記述 か ら理 解 す る こ とがで きる n

　 平尾 の 記 し た 『曲木 家具製 造事 業二 關ス ル 調査 報告 書』 の 内

容を整 理 す る と次 の よ うに な る。

1 ）オー．一
ス トリア ＝ハ ン ガ リー連合 帝国 に おけ る曲 木及 日常 家

　 　 具製造 の 状 況

　 ・トーネ ヅ ト社 に よ る曲 木加工 技術の 開発 過程及び そ の 低廉

　　性、世 界各地 へ の 大 量 輸 出は 高 く評価 で き る。

　 ・1869年 に ト
ー．一

ネ ッ ト社が取得 して い た特許権が切 れ た こ と

　　 か ら、オ
ー

ス ト リア で は曲木 製作 会社 が相次 い で 設立 され、

　 　 ト
ー

ネ ヅ ト社 を 含 め 現 在 は 25社以 上 が稼 働 して い る。

2 ）同 lt原料 産出 の 状 況 並 び に 用 途

　 ・材料 は t一と し て ブ ナ を 使 用 して い る。高 級 な製品 に は コ ク

　　 タ ン等の 貴重樹 種 を使 用す る 場合 もあ るが ［注 14］、実 用

　　的な 製品 は概ね ブ ナ を使用 して い る。

　 ・
ト
ーネ ッ ト社 が度 々工 場 を移 転 し たの は、材 料 が 枯渇 化 し

　　 た た め 、材料 の 豊 富 な地域 に工 場 を移 した ためで あ る。

　
・
現在 材料 の 調 達 に苦労 して い るが、オー

ス トリア、ハ ン ガ

　 　 リー、ボー．一ラ ン ド産の ブ ナ材 で 対応 して い る 。

3） 同上製 品販路 の 状 況 並 び に将 来 の 見込

　 ・現在 各社 で は 、古 くよ り使用 されて い る家 具 類 と同 じ製品
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　　 を多 種多様 に生 産 して お り、廉価 な た めに 海外 に も多数輸

　 　 出 されて い る。

　
・
曲木家具 は 当初 海外 で 売れ なか っ た が、1851年 の イ ギ リス

　　 で の 博覧会 出品、そ の 後の ミ コ．ン ヘ ン 、パ リで の 博 覧会 に

　　出品 し、名声 を得 た 。 こ う した結 果、輸 出 が増 加 し、現 在

　　 も まだ需用は増大 して い る。

4）同上 需用及 び 嗜好の 状態

　　 曲木製 品 の 需 用 を ドイ ッ 、フ ラ ンス 、イ ギ リス 、ア メ リカ

　　で 視 察 し た が、概 ね 良 好 で あ っ た。旅 館、劇 場、公 会 堂、

　 　 店 舗等 で 幅広 く使用 さ れ て い る。

5 ） 同上 諸外国製 品販 路 の 状 況

　　曲 木 家具製造 は オー一ス トリア 、ハ ン ガ リーで 盛 ん で あ る。

　　諸 外 国に お い て も曲 木家 具製造 は 行 われて い る が、規模が

　 　 小さ い ためオース トリア 、ハ ン ガ リーに 曲木 家具 を輸 出す

　　 る こ とは な い。オ
ー一

ス トリア、ハ ン ガ リーで は従来 よ り継

　　承 され て い る 家具 生 産は 曲木家具 に 圧 迫 され て い る 。

6 ） 同上市場取 引関係 並 びに製 品 の 価格

　　市場 におけ る曲木 製 品の 種 類は 千種 類 に 及 んで い る。価格

　 　 は 5 ク ロ ーネ か ら200ク ロ ーネ の 間 で あ り、概 ね 現 金 に よ

　　 っ て 取 引が さ れ て い る。
7 ）将来 我 が国 に お け る 製 品 供 給 に 参考 と な る 事項

　
・曲木 家 具は、将 来 日本 に て 製造 を開 始 す れ ば利 益が 大 き く、

　 　 国 家に と っ て も有益 とな る。

　 ・使用 す る ブナ 材 は、日本 に おい て は 豊富 で 殆 ど利 用 さ れ て

　 　 い な い。オ
ー

ス ト リア 、ハ ン ガ V−一で は ブ ナ を有 用材 と し

　 　 て 森林 経営 を行 っ て い る。

　
・

日本 の 労働賃金 は オ
ー

ス ト リア 、ハ ン ガ リーの 三分 の
一

程

　　度 で あ り、 日本人は 手工 芸的能力が 高い こ とか ら、オー
ス

　　 トリア、ハ ンガ U一の 製品よ り廉価で 製造 で きる可能性 が

　 　 あ る。

　
・日本 に現 在輸 入 され る 各種 の 曲木 家 具製品は 、意匠、構造

　　共に 精緻で はあ る が、多 くは 比 較 的価 格 の 低 い 類で あ る た

　　め、構造 は簡単な もの で あ る。しか しな が ら、改良 の 必 要

　 　 が あ る か どうか に つ い て は 容 易 に 判 断で きな い。

　 ・現 在オース トリ ア 、ハ ン ガ リーで 生産 され る曲 木家 具 は、

　　欧米 の 需 用 を満 たす こ とで 精一．一杯 で ある ため、日本に は 少

　　量 し か輸 出 され ない 。日本 人の 多 くは 曲木 家具 に 接 して い

　 　な い こ とか ら、その 良さ を本 当に理 解 して い な い と考え ら

　 　れ る 。

　平尾博 洋は、1907 （明治 40） 年 3月 1日に ウイt．一
ン に 到 着 し、

3 月 25日 まで とい う極 めて 短 期 間の 調査 しか行 っ て い な い。わ

ざわ ざ 3 ケ 月近 く も の 期間 を要 して 日本 か ら ウイーン へ 渡 航 し

なが ら、こ う した 短 い 日 程 で 調 査 を 終 え た こ とに疑 問 も残 る が

［注 15］、事 前 に 調 査 に 対 す る支 援体 制 が 整 っ て い たの か も し

れ な い 。

　 平尾 の 報告書は、曲木家具産業の導入 を 前提 と して 記述 して

い る が、4 ）の 部分で は、日本 人 の 嗜好 に 曲 木家 具 が本 当に合

うか につ い て 積極 的な 言及 を避 けて い る 。 椅 子の 使用 が 生 活 に

定 着 して い なかっ た明治後 期の 社会で は 、輸 出産業 と して の 見

通 し はあ っ て も、日 本 国 内 で の 需要 に 関 して は 判 断 す る材 料 が

ない ため、積極 的 な言及 を避 けた の で は な か ろ うか。

　 調査iの 中心 とな る 7 ）に つ い て は、未利 用 の 豊 富な ブナ 材、

安 い 労 働賃 金、優れ た技 能 を持 つ とい う 我 が 国 の 特 性 を 活 か せ

ば、曲 木 家具産業 の 育成 は 可 能 とい う見解を平尾 は 示 した 。 し

か し な が ら、問題 とな る の は、材 料 とな る ブ ナの 森林経営を重

要視 して い ない 点 で あ る 。
「 ……蓋 シ之 レ カ原料 タル 木 材ハ

本邦森林中繁茂 ス ル 區域 廣 ク 隨テ 産額豊 富 ナル ト劣等 ノ 樹種 ト

シ テ 用 途 又狹 少 ナ ル トニ 依 リ殆 ン ト材 價 トシテ 見 ル ヘ キ價格 ヲ

有 セス 之 ヲ 澳匈 國 二 於 テ 有用 材 トシ テ 大 面 積ノ 森林纓 營 シ 相 當

ノ 材 價 ヲ保 ツモ ノ ニ 比 ス レハ 費二 奇 異 ノ 威 ヲ 生ス
… …

」 とい

う記 述 か ら、真剣 に ブ ナ の 森林 経営 を検 討 して い た とは 思 わ れ

な い 。曲木 家具産 業 が ブ ナ林 の 枯渇 化 を促 進 さ せ て い る と い う

現実 を 分析 しな い で 、ブ ナ 林 の 活 用性 だけ を評価 して 有効 な 森

林 経 営 と解 釈 して い る の で あ る。

　 平 尾 の報 告 は 「曲木 家 具 製造事 業 二 關 ス ル 報 告書」 と して 、
1908 （明治4D 年 2 月 に 発 行 され た 『山林 公報第 四 號 』 に 掲載

され 、全 国の 主要林 業研 究 機関 に ブ ナ材の 活用方法として 曲木

家 具 産 業 が 有望 で あ る こ と を強 くア ピ ール した。
3 ，3．農商務省に お け る ヨ

ー
囗 ッ パ の 森林 工 芸 に関 する 調査

　 農 商務省 に よ る ヨ ーロ ヅ パ の 森林調 査 は、；1．1．で示 した よう

に、明治3G年代 初頭 よ り林政 学 と して 行 わ れ て い るが 、木 材工

芸 に 関 する本格 的 な調査 は 実施 されて い ない 。

　 農 商務 省 は 山林 局技 師の 佐 藤娠 五郎を ドイ ヅ 、オ
ー

ス トリア

に 留学 させ 、木 材工 芸 の 視察 を命 じる。　『獨墺 兩 國森林 工 藝研

究 復命 書』 に よれば、佐 藤 は 1906 （明 治 39）年 6 月23日に 日本

を出発 し、8 月晝8日に ウ イーン に 到着 して い る。先 に 示 した 平

尾博洋 が 1907 年 （明 治40）年 3 月 に ウ イ
ー

ンに 到 着 す る が、既 に

佐藤 振 五 郎 は半年 以 上前 か ら滞在 して い る こ とに なる 。 こ の こ

と か ら、ウ イ
ー

ン で 佐 藤 と平尾 が 交流 して い る 可能性 が高 い。

少 な く とも、同 じ農商 務省 の 命 令 を受 けて 渡欧 して い る者 が 曲

木家具産業 の 情報 交換 を行 うの は至 当で あ る。佐 藤 は 1908 （明

治4D 年 8 月19日に 調 査を終 えて 帰 国 して い る。

　佐藤 振 五 郎 の 記 し た復命 書は 次の よ うな 内容で あ る。

獨墺 兩國 森林 工 藝研 究 復命 書

第
一

章 　　總 　論… … …… … … ・・…　… … …… 1

　第一
節 　工 藝 ノ意 義一・・… … …… … ・一… …… 1

　第 二 節　木材 工 藝 研 究 ノ必 要・… … … … …◆…　… 3

　第 三 節　歐洲 二 於 テ 木 工 上 使用 シ ツ ツ ア ル 樹 種… … ・6
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　39
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　第 f二 節　コ ル ク 煉 瓦
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… … ・88

　第十 三 節　　薄板 及 貝占木細 コ1…　　一・・・・・・…
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一■■・・95

　 第 十 四 節 　 曲 木 細 工 ・……
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　 ヒ記 の 内容 で 、曲木 家 具製造 に 関 す る 主 た る 部 分 は 第 二 章 の

第 十四 節で ある が、十五 節 の
一

部 も 関 与 して い る。佐藤 は平尾

の 報 告 書 とは や や 異 な り、曲 木 技 術 の 内容 を中心 に 触 れて い る。

そ の 詳 細は 次の よ うな項 目で 構成 されて い る．

第．1．四 節　曲木細 工 （Helzbiegerei ）

　 1）原材料 ノ 選 定

　 2 ）桿材 ノ 蒸 煮

　 3 ）桿材 ノ屈撓

　 ・1）屈 撓材 ノ 乾 燥

　 5 ）曲木 家具 の 製作 順 序

　 6 ）着色 効果 の 地 域嗜 好

　 7 ） ま とめ

　 曲 木細 T．に 関 す る 内容 は、ドイ ツ の ドレ ス デ ン とオ
ー

ス トリ

ア の シ ュ レ シエ ンの 曲 木 工 場 を 調 査 した もの で あ る が、トーネ

ッ ト社の 工 場視 察は 高官を介 して 何回も交 渉 を重ね たが拒 否 さ

れ 、実現 しなか っ た。シ ュ レ シ エ ン の 工 場 を 見学で きた 経過 に

つ い て詳 細 に記 述 して い る ［注16ユ。トーネ ヅ ト社 の 見 学 を断

られ た佐 藤 は、他 の 曲木工 場の 見学 を行 うた め、1907（明治 4

0）年 ll月に 視察を 申し 出る。しか し、翌 1908（明 治41） 年 2

月 に な っ て も許 可 が
．
ドり な い こ とか ら、再度 工 場 を訪れ る 。 そ

の 際、工 場 の 社 長 よ り曲 木 業 は そ の 操 業 に 秘 密 に して い る部 分

が あ り、ま た 日本 入 は 自国 の ブ ナ 材 を用 い て 曲 木工 業 を興 す 冂J

能性 が あ る こ とか ら、東洋 へ の 販路 に 障害 を来 す可 能性 が あ る

こ と を 指摘 され る。そ れで も佐 藤は諦 め ず、更 に 2 回 の 交 渉 を

重ね、つ い に 4 月 L旬 に ウ イーン か ら急行 列 車 で 7 時 間 を 要 し、
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シ ュ レ シ エ ン の ハ イ ン ツエ ン ドロ フ 村 に て 工 場 を縦 覧 す る。そ

の 時間 がわ ずか 2 時間 で あ っ た ため 「… …即 チ
ー

工 場 ヲ 僅 々

二 時間縦 覽セ ン カ 為 メ約半 ヶ年 間各種 ノ 方 面ヨ リ運 動 ヲ 試 ミ終

二 急行列 車 七時間 餘 ヲ往復 シ 宿泊料 車馬 賃等 ヲ合セ 約
一

百 ク ロ

ーネ ン ヲ費 シタ リ… …
」　［注 17］ と嘆い て い る。

　佐 藤 の 視察 は すべ て 曲木 家 具の 技 術 面に 終始 して い る わ けで

もな い 。6 ）の 着 色 効 果 の 地域 嗜好 で は、次 の よ うに 記述 し

［注 18］、輸 出 を前提 と した視 点 を強 く感 じさせ る。

　 ・佛 國　　 　 　薄色 及 く るみ 色

　 ・獨 國及 其他 　暗 黒色

　 ・米 國　　　　か し材色 及帯 黒 「マ ハ ゴ ニ
ー

」 材 色

　 ・東 洋　　　　黒 色、く るみ 色及 木地

　　尚木地 ハ 何 レ ノ 邦國 ニ モ 適 ス

　 さ ら に 「… … 由來墺匈 國 ハ 曲木 家 具製作 ノ産地 ニ シ テ 其産

額 多大 ナル カ故 二 其状 況 ヲ略述 セ ン ニ 同國 二 於テ 此製 作 ヲ 開始

セ シバ 今 ヲ距 ル 約 五 十七 年前 ニ シテ其 産額 バ
ー

千 八百 六
．1．一年 二

於 テ ハ 僅 々 ニ
ーi．．萬圓 二 過 キ サ リシ カ

ー
千八 百 t 十 年ニ ハ

ー
躍

．．一

百二 十萬圓 トナ リ
ー

千 八 百八 十年 ニ ハ 三 百二 十萬 圓二 達 シ
．一
千

八 百 九 十年 ニ ハ 約 五 百 τ二十 萬 圓 ノ 巨 額 二 及 ヘ リ然 リ而 シ テ 曲木

會 社 の 卞ナ ル モ ノ ハ ト
ーネ ヅ ト兄 弟合 名會 社 ヲ 元 祖 トシ 之二 亞

ク ヲ ヤ コ ッ ブ及 コ ーン ノ 合名 會社 トセ シ カ 三 箇年 前 多數 ノ 小 工

場 主 合同 シ テ 新 タ ニ 墺 國曲木 家具 製造 株式 會社 ナ ル モ ノ ヲ 組織

シ （小官 ノ 縱覧 セ シ ハ 之 二 鵬 ス ル
ー

工 場 ナ リ キ ）前 二 者 ヲ 凌 駕

ス ル ニ 至 レ リ… …
」　［注 19ユと述べ 、ト

ーネ ヅ ト社 の コ ピ ー

会 社に 関 す る経 済価 値 を高 く評 して い る。佐藤賑 五郎 は、日 本

の 曲 木家 具産業 の 位 置付 け を、卜一ネ ッ ト社が 長 年 構築 して き

た曲木家具 の 高い 造 形性 に 求 め たの で は な く、当初 か らコ ピ ー

会社 を対象 に 日本 の 曲 木業 を想定 して い る の で あ る。

　 佐 藤振 五郎 が記 した 『獨墺 兩國 森林 工 藝 研究復 命書 』 の 中で、

曲木 家具製 造 に 関 す る内容 は 僅か 14頁 に す ぎな い 。と こ ろ が、

曲木 ⊥ 場 の 視察に 対す る使命 感は 強 く、帰 国 す る 2 ヶ 月前 まで

多大 な労 力 と金 銭 を費 や して 曲木 工 場 の 視 察 を敢 行 す るの で あ

る 。佐藤 は ドイ ツ の ド レ ス デ ン と オ
ー

ス トリ ア の シ ュ レ シ エ ン

の 曲木工 場 を 訪れ て い る が、シ 1．レ シ エ ン の 曲木 工 場 が 最 初 の

視察 で あれ ば 、2 時間 と い う縦 覧 で は 満 足 す る 成果 を得 る こ と

がで きなか っ たた め、そ の 後帰 国す る まで の 2 ケ 月 の 中で、ド

イ ヅ の ドレス デ ン まで 出 か けた とい う推理 も成 り立 っ
。

4 ．秋 田県林 務技師飯 島直助 に よ る 新聞 連載記 事

　秋 田木 工 株式会 社設立 に 関 す る 直接 の 契 機は、1909 （明 治4

2）年 3 月 Z7日か ら 4 月 2 日 に か け て 、秋 田 県 林務 技 師 の 飯 島

直助 が 『秋 田魁新 報」 に 5 回 の 連載 で 「ぶ な、其他 雑木 の 工 藝

的 利 用 に 就て 」 と い う 記 事 を執 筆 した こ とに よ る とされ て い る

［注 20］。こ の 記 事 の 全容 に つ い て は、こ れ まで 具 体的 に 取 り
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上 げ られ た こ とが な い こ とか ら、どの よ うな点 が秋 田 木 工 株 式

会社 の 設 立 に 関 わ っ た か を明 らか に する ため に、まず飯 島 直助

の 記 事 を 詳 細 に 検討 して い きたい 。飯 島 の 記事 を全 文掲 載 す る

こ とは 困難で あ る た め、次 の よ う に 要約 した。

○ そ の （1 ）
− 1909 （明治42）年 3 月27日

　 ・我 が 国 の 森林 資源は 豊 かで あ り、こ の 資源 を活 か した木 材

　　工 芸は 今後さ らに 研 究 を して い く必要 があ る。

　
・秋 田県は ス ギの 産地として 有 名で 、ス ギ材 は有効 に 利用 さ

　　れて い る が、広葉 樹 の 利 用 は乏 し く、有効 に 活 用す れ ば 秋

　 　 田 県の 経 済は さ らに 豊か にな る。

○ そ の （2 ）− igO9 （明 治 42）年 3 月 28日

　
・広葉樹 の 利用 促進 に 慎 重な 意見 も あ る が、秋 田 県 の 杉 材 に

　 　 つ い て は 国有林 の 資 源は まだ しも、民有林 は伐採 し す ぎて

　 　 資源 が 既 に 枯 渇化 し て い る。こ う したス ギ材 の 枯 渇化 を克

　　服 す る た め に も、広 葉 樹の 工 芸 的利 用が 必 要 とされ る。

　
・来年 度政府 に よ っ て 宮城県 内 に 製材 の 模範 施 設 を作 り、ブ

　　ナ等 の 工 芸的研 究 に 着 手す る ら し い 。 そ の 目的は、従 来 の

　　官 営 製材 か ら民 営 に 移行する た め の 模範施 設 を作 る こ とに

　　あ る。民営 化 の 努 力 を急 ぎ、特 に製 材業 を 工 業的経営に 転

　　換 して い か な け れ ば な らな い 。

　
・工 藝的木材利 用 を行う企 業 の 事例 と して、ブ ナ材 を使 用 し

　 　 た曲木 工 業 を挙 げ る こ とが で き る。

○ その （3） − 1909 （明治42）年 3 月29日

　
・木 材 の 曲木 加工 は オ

ー
ス ト リア 、ドイ ツ を 中心 に 行 わ れ、

　 　大 規模 経営 で 展 開 して い る 。オース トリア で は 既 に 重 要 な

　　産 業 と な っ て い る。従来 よ り我 が国 で 使用 して い る 曲 木製

　 　品 は オース トリア か ら輸 入 した もの で あ る が、国 家経 済 上

　 　 こ の よ うな 輸入 は 好 ま し く ない 。

　
・東 京曲 木 工 場 は 、山林 局林 業 試験 場 の 研 究 よ り先 に 研 究に

　　着手 し、既 に 椅 子等 の 曲木 製 品 を販 売 して い る．

　
・我 が 国で 最初に 曲木加工 に 取 り組 ん だ の は、1897 （明 治il

　　O）年に 設立 され た 淀橋曲木工 場 で あ る u こ の ⊥ 場で は 当

　　初 ナ ラ、ケ ヤ キを使用 して い た が、現在 は ブナ を主 体 と し

　　て い る u 原 材料 とそ の 乾燥、木 材蒸 煮前の 乾燥 確認 とい う

　 　
一

連 の 加工 技 術 が確 甑され て い る。

○ そ の （4 ）
− 1909 （明 治42）年 3 月 30日

　
・蒸煮 一

間 接 と 直接 の 蒸煮法 が あ り、前者 は 小材 に 用い ら

　　れ、12時 間 を要 す る場 台 も あ る。後 者は 6 〜7 気 圧 で 約 10

　　分 程 度で 終 r す る。1寸 3 分角以上 の 材 は こ の 方法で 行 う。

　
・蒸煮 後の 乾 燥 一75℃ 〜85℃ の 乾燥 室に て 約 12時間乾 燥 す

　 　る。

　
・工 場 の 分業 一 工 場 の 技 術 は非 公開 と して お り、細 かな点

　 　は 秘 密 とされ て い る。

　
・
第 1棟で は 鋸 機 に よ る製 材、轆 轤加 工 、座 の 穴 開 け 加 工 を

　 　 分 業 す る。ま た、曲木 室で は鉄製 の 型 を使 用 して 曲 げ、乾

　　 燥 後 に 膠 で 接 看 し て い る。

　
・第 2棟 で は、組 立、着 色、塗 装 、座 面 の 籐 張 りまた は 座板

　 　 の 組み 込み を分 業 して い る。

　
・
以一Lの 内容は東京曲木工 場の 視 察と山林 局林 業試 験場 の 研

　　究内容を総台 した もの で あ る 。 学識 者 の い ない 東 京 曲木 工

　　 場 の 研 究結果 と、欧州先進国の 研 究 成果 が
一

致 した の は驚

　 　 くべ きこ とで あ る。

　
・東 京曲 木工 場 は職

．
：30名 に て

一一
日 に 椅 子 を 6G〜7G脚 生 産 し

　　 て お り、一
割 五分 の 利 益 が あ り、国 内販 路 を拡 大 して い る。

　
・ブ ナ材 の 保 管 と乾燥 に は注意 が必 要 で あ る。日本 の ブ ナ 林

　 　 は 原生 林 が 多 く、ヨ ーロ ッ パ の よ うに 手 入 れ が成 され て い

　 　 な い 。そ の た め、曲木 用材 を得 るに は無駄 が 多い 。

○ そ の （5 ）
− 1909 （明治42） 年 4 月 2 日

　
・欧 州に おい て は 、ブ ナ 材を広 く利 用 して い るが、我が 国で

　　 は ブナ の 利 用 が著 し く少な い 。 こ う し た我が 国の 木 材 利用

　　 法 は、欧州 に 比較 して 良材 が 多い た め、ブナ の よ うな 劣等

　　 材 の 使 用 に関す る 工 夫が足 りな い か らで あ る n ブ ナ 材 は 曲

　 　 木 工 業、また防 腐材 を注入 す れば 鉄道 の 枕 木 に も な る こ と

　　 か ら、先行す る 欧州 の 利 用方 法 を見習 う必 要 があ る。

　
・秋 田 県 にお い て も、良材の 使用ば か りに 目を 向け る の で は

　　 な く、ブ ナ を 含 め た雑 木 林 を 工 芸 的 ま た は 工 業 的 に活 用す

　　 る ため の 研 究 を、学校 教 育 も 含 め あ ら ゆ る角 度 か ら検討 し、

　 　 経 済 発展 に 結 びつ けて い かな けれ ば な ら な い 。

　 上 記 そ の （1 ）は、広 葉 樹の 利 用に 関す る基本 的 な農 商務 省

の 姿勢 と同 じ内容 を繰 り返 し述 べ て い るだ けで、全体の 序論と

い うべ きも の で あ る。

　 その （2）は、当時宮城 県玉造 郡 鍛 冶谷 澤に建 設 されて い る

官 営の 製材所に 触れ な が ら、民 営製 材業 の 工 業化 を強 く主 張 し

て い る。同様 の 工 業化 とい う表現 を広 葉 樹 を利用 し た曲木 業 に

も重ね、こ の 連載記事の 主 た る 目的 が 曲 木業 の 紹 介 に あ る こ と

をほの め か して い る。

　 そ の （3 ）で は 、す べ て 曲木業 の 話 に 終始 し、東 京 曲木 工 場

の 視 察 と山林局 林 業試 験 場 の 見 聞 を詳 し く紹 介 して い る。記述

した文 章量 も （1 ）の 倍 以 上に 達 して い る。

　 その （4 ）は、曲木 業 の 生 産技術に つ い て 詳 し く述べ て い る。

生産 技術、木材資源、経 営方法 に た い す る解説 は専 門的 で あ り、
飯 島 自身の 見聞を基に 述べ て たの で あ ろう。こ う した曲 木 家具

産 業 論 の 記述 内 容は、確 かに 「ぶ な、其他 雉木 の 工 藝的 利 用に

就 て 」 とい う主題 の 展 開で は あ る が、曲木 家具産 業 の 有 益性 を

賛 美 す る評価 観 が突 出 して い る。

　そ の （5 ）で は、ブ ナ材 の 有 効 利 用 に つ い て 述 べ 、ヨ
ー

ロ ッ

パ に お け る先 行研 究の 事例 を紹 介 しな が ら、最 後 に 次の よ うな

具 体 的な 課題 を学 校教 育 に 求め て い る。
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1）県内多産の 樹種に 対 し木 工 材料 と し て 適 当な る種 類 の 選 定

　 　 を研 究す る こ と

2） 家具装 飾用 と して の 圧搾 工 芸

3 ）焼絵 に 関 す る試験

4 ）寄木細 工 及 木象 眼

5 ）糸鋸 細 工

6 ） 薬液焦 蝕法 と大 理 石 象 眼

7 ）木材色 付染 色 と着色 （プ ロ フ エ サー、ク ラ ウデー
氏の 三 原

　　色法 ）

8）薄板及 張付 細工

　 上 記 1 ）〜8 ）の 内容 は、先 に示 した佐 藤鑷 五郎 の 『獨 墺 兩

國森林 工 藝研 究 復命 書』 第 2章 そ の もの で あ る。7 ）に つ い て

は、佐藤 が 「… …
最近 墺國 二 於テ 賞 用 シ ツ ヅ ア ル プ ロ フ ェ ッ

ソ ル 、クラ ウヂ
ー一

氏 ノ 發 明二 係 ル 三 原色 法 ハ … …
」　［注21］

と記 述 して い る こ と か ら、飯 島は 佐 藤 の 『獨墺 兩國森林 工 藝研

究復 命書』 を全 面的 に 参 考 と して い る こ と に な る。と こ ろ が、

飯 島 の 記事 は1909 （明治42）年 3月 27日 か ら4 月 2 日 に かけて

連 載 され て い る が、佐 藤 の 『獨墺 兩 國森 林．工 藝研 究復命 書 』 は

1909 （明治42）年 4 月24日に 発 行 され て い る。つ ま り飯 島は、

佐 藤 鑷 五 郎 の 復 命 書 が 発行 され る 以 前 に、そ の 内容 に つ い て 精

通 し て い た こ とに な る。おそ ら く 『獨墺 兩 國森林工 藝研 究 復命

書 』 よ り4 ヶ 月 前に 発 表 された 『山林 公報第 四 十 七號」 の 「歐

洲 二 於 ケル 木 エ ニ 就 テ 」　［注22］ を参考 に して い たの で あ ろ う。

　さ らに （3 ）で指 摘 してい る山林 局林 業試験 場 の 「曲木椅 子

製作 二 關ス ル 實験 報 告」 は、1909 （明治 42）年 3 月に 発 行 され

た 『林業試験報告 第六 號』　［注 23］、同 年 5 月に 発行 され た

『山林公 報第十二 號』　［注24］に 掲載 され て い るこ とか ら、飯

島直 助 は 山 林 局 を通 して 、林 業 試 験場 の 実験結 果 が 公 表 さ れ る

以 前 に情 報 を得て い たの で あ る 。

5 ．秋 田 曲木 製作 所 の 設 立 と曲木 製 品

5．1．秋 田 曲木 製作 所 の設 立過 程

　飯 島直 助が 『秋 田魁新 報』 に 連 載 した 記事 に 触発 され た人 物

が 出現す る。曲木 家 具製 造の 技 師 との 出 会い も含め、秋 田曲 木

製作 所の 設立 に発展 して い く過 程 が、1911（明 治44）年 2 月10

日〜13の 『秋 田 魁新 報」 に、 「日 本一
の 工 場」 と題 した 記事 で

連載 され た。こ の 記 事 の 中で 、触 発 され た 人 物 と技 師に 関 連 す

る 内容は 次の 部 分で あ る。

○ 「製作 所の 場 主 は 沓澤 熊之 助 とい ひ 雄勝 郡駒 形村 の 人、其技

　師 は佐 藤徳次 郎氏 とて、長 野懸籍 の 東 京王子 生れ の 人 て あ る、

　沓 澤氏 は 昨年 の 春、我が 魁新 報 上 に、飯 嶋技 師の 談 と して 、

　 山毛 欅 材料利 用の 必 要 を説 い た の を 讀 ん て 、技 師 の う まい 仕

　事 を教 え て 呉 れ た る に 満悦 した … …
」

　1911 （明治44）年 2 月 10口 E注25］
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○ 「今 曲木 製作 所 に技 師 長 して 居 る佐 藤徳 次郎氏 とい ふ は、元

　 日暮 里 工 場 に 在勤 し居 つ た人な さ うた か、議合 は す して 遂 に

　職を去 り、飯嶋技師を力に 足 を秋田 に 入 れ しは、實 に 昨年の

　 盛夏 て あつ たそ うた、是 に 於て 技 師 は直 に 氏 を沓澤 氏 に紹介

　 し、曲木 製作 場 を起 すへ く計畫 を發 表せ るも… …
」

　 1911（明 治44）年 2 月ll日

　 ．ヒ記 の 記 述 か ら、飯 島直助 に よる曲 木家 具製造 に 関 す る 記事

が 『秋田魁新報』 に 連載 され た 1909 （明治42）年 3 月 末 か ら 4

月上旬よ り 1年数ヶ 月後の 1910（明治43）年 の 夏、東 宗 曲木工

場 で 技師と して 勤務 して い た佐 藤徳 次郎が、飯 島直助 を頼 っ て

秋 田 を訪れ、飯 島 が佐 藤徳次郎 を沓澤熊之助に 紹 介 した とい う

こ とに な る。こ の こ とか ら、1910 （明 治43）年の 盛夏 以前に、

飯 島直助 は 沓澤 熊之助 と佐 藤徳 次郎 に 面識 があ っ た可 能性 が極

めて 高い ，、少 な くとも、沓 澤 は飯 島に 何度 か会い 、曲 木業 に 対

す る強 い 関 心 を示 して い た こ とは 問違 い な い 。また、飯 島直助

は 「ぶ な、其 他 雑木 の 工 藝 的利 用 に 就 て 」 の 中で 「以 上 臚列 せ

る記 事 は 主 とし て 東 京曲木 工 場 の 視 察 に依 れ り……
」 と述 ぺ

て い る よ うに、東 京曲 木工 場の 見 学 を 行 っ て い る こ と か ら、飯

島は佐藤 徳 次郎 と面識 があ っ た と判断 すべ きで ある。

　佐 藤徳 次郎 に 関す る記述 は、　『秋 田 魁新 報』 の 「日 本一の 工

場 」 以外 に 、次の ような史 料 に も認 め られ る 。

○ 「・・… ・其後も 曲木業の 将來有益 な る事業 な るこ とを感想 し

　全 く斷念 す る に 至 らざ る 折柄現 工 場 の技 術 主任 た る佐 藤徳 次

　郎 氏 に會 晤 し其 共力 を得 て 新 に東 京府下 北豊 島郡 日暮里村に

　 工 場 を設 けて 再 び曲 木の 方法 を研 究……
」

　 日南 生 ： 曲木業 ，大 日本 山林會 報第 318號，31，1909

0 「… …技藝 ヒに 關 して は墺 國に 在 りて 技工 を學 ひ 得 た る佐

　 藤 徳次 郎 が 其 堪能 な る 手 腕 を振 ふ の て あ る か ら… …
」

　秋 田 山林 會 ：本懸 に 於 け る 雜 木 利 用 の 曙 光，秋 田山林會 報第

　五 號，47，1911

　上 記 の 史料 は、1909 （明 治42）年、1911（明 治44）年 に 刊行

され た 林業に 関する 専門誌で の 記 載で あ る こ とか ら、佐藤 徳 次

郎 が オー一
ス トリア で 曲 木家 具 製作 の 修業 を し、東京曲木工 場の

技 師 を して い た こ とは 事実 とすべ きで あ る。

　事 業に 失敗 して い た東 京 曲木工 場は、19，　10 〔明治43）年 6 月

に 匿 名組 含 を組織 して 再 開す るが、ま もな く失敗 に 終わ る ［注

26］。こ の こ とか ら、佐 藤 徳 次郎 が 飯 島直 助 を頼 っ て 秋 田に 来

た1910 〔明治43）年 の 夏 は、東京 曲木 工 場 は稼働 して い な か っ

た可能 性 が 高 い 。つ ま り、佐 藤徳 次郎 は職 を求 めて 秋 出 に や っ

て きた とい うこ とに な る。

　1910 （明 治43）年 11月に は、秋 田曲木 製作 所 が設立 され、生

産 の 準 備 が 進 め られ る。沓 澤熊 之 助 と佐 藤徳 次郎 の 出会 い か ら、

僅か 3 ケ 月程度 の 期 間で こ う した進 展 が 成 され て い く背 景 に は、

曲木業に 精通 して い る 飯 島直助 の 支援 が 不可 欠で あ る。飯 島の
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立場 に つ い て は 「秋 田山林會報 第五 號』 に よる と 「そ れに 斯業

に つ き最 も熱心 調査 を遂け たる飯島技師か本工 場の 顧問と して

指 導する の と… …
」　［注27］ と記 して い る こ とか ら、当初 よ

り顧 問 と して 深 く関与 して い た こ とが うかが われ る。確 か に、

秋 田曲 木製作 所 設立 の 功 労者 は 沓 澤熊 之 助 と佐 藤徳 次郎 で あ る

が、実 質 的な 采 配 は すべ て 飯 島直助 に よ っ て 成 さ れ て い た と解

すべ き で あ ろう。

5．2．秋 田曲木製作所 の 特色

　先 の 『秋田 魁新報 』 に 連載 さ れた 「日本
一

の 工 場 」 に よれ ば、

秋田 曲木製作所は 下記の ような特 色を備 えて い た と記 され て い

る。

1） 工 場 の 規模 は 日本
一

で あ る。

　　 「…… 而 し て 今や 此 に 日本
一

の 工 場 出つ 、地方 の 人た る

　　もの 、事業 を發展 し其成 功 を期 せ しむ る
… …

」

2） ブ ナ 材の 供 給 に 適 し た 立 地 条件 で あ る。

　 　 「…… 從 つ て 工 場 は勢 ひ 山 元 か 若 くは 其 附近 に 設 置 する

　 　 に 非 すん は、到底収 支 相價 ふ能 は さ る結 果 に 陥 る か ら、之

　 　 を 山毛 欅 山地 た ら さ る都會 に 置 くは、遂 に 日暮 里の 轍 を覆

　 　 む も の て 、奮 澤氏等 か 湯澤 に 設 け た る も 此 理 由 に 外 な ら す

　 　 て あ る 1

　　 「懸南の 濶葉樹、殊 に 山毛 欅に 富め る は、一た ひ 同 地 山嶺

　　を蹈 破 した る 者知 る所… …
」

3）独 自の 塗 装 を施 して い る。

　 　 「製 品 の 最大 特 色は、ニ ス を用 ひ す全 部漆 を以 て す るに あ

　 　 り・・・…　」

4 ）従来 の 曲木製品 よ り廉価で あ る。

　　 「… …
而 して 其椅 子

一
脚の 價、墺國製は 秋田 市相場 に て

　　四 圓、日暮 里 製 と雖 も庶 圓 颪 拾 錢 を 下 らす 、然 る に 曲木 製

　 　 作所 は 大 貳 圓 七拾 錢、小 貳圓 五拾錢 を以 て 販賣 され つ つ あ

　 　 る状 況 なれ は、十分競 争場 裡 に 出 る に足 る と思 ふ」

5 ）今後 事業 を拡 大 し、設 備 を さ らに 充実 させ る。

　 　 「… …
只 殆 ん と椅 子の

一
方 の み に 限 られ あれ と、日な ら

　 　 す 卓子、帽 子傘 立、化粧 臺、洋 服掛、車 輪、器 具、船 具、

　 　 運道 具等 の 如 き
一

切 を製作 して、大 に維 納産 と競爭 せ ん と

　 　 の 設 備 に 着 手 し て 居 る」

　　 「聞 く湯澤 町の 有 力家等、此事業 の 尚ほ
一

段 の 發展 を計 ら

　 　 ん か為 に、之 を株 式 に改む る の 議 あ りと、我輩 其組 織 の 何

　　れ を間 はす、事業 の 成功 を期 す る上 に於 て 協 カ
ー

致 の 態度

　 　 に 出つ る や う切望 せ さる可 らすて あ る 」

　 1） に つ い て は、秋 田魁新報 の 記 者 が ど の 程度 曲木 業 を 理 解

して い たか が 判然 と し ない 。東 京 曲木 工 場 は 秋 田曲木 製作 所 に

比 較 して 狭 小 と記 し て い るが 、記 者 が 東 京 に 出 向 い て 実 際 に 比

較を したか ど うかは や や 疑わ しい 。 「日本
一

の 工 場」 とタ イ ト

ル に 掲 げて い る ため、そ の 整台 性 を示 す何等 か の 根拠 を必要 と

したの で あろ う。

　 2）で は 、 秋田曲木製作所の 優 位 性 を示 す論拠 の
一

つ と して 、

ブナ材 の 供給 地 に隣接 して い る こ とを特 色 と して 挙 げて い る。

ブナ は伐採 後 に 放 置 して お くと微 生 物 の作 用で 腐 蝕 が進 む ため、

ウ イ
ー

ン で は 簡易 乾 燥 装置 を 山元 に 据 え付 けて 対 応 して い る こ

とを紹 介 して い る。東 京曲 木工 場 の 成績 が 良 くない の は、ブナ

材 の 供 給 方法 に 問題 が あ り、曲 木 工 場 は 山元か そ の 付 近 に設 置

しな けれ ば な らない と指摘 す る。すな わ ち、沓澤 熊 之助 が ブ ナ

材 の 特 質 に 着 目 し、ブ ナ材 の 供 給地 に 近 い 湯沢 に 工 場 を設 立 し

た こ とは、東 京曲木 工 場 の 生産 性 よ り優位性 を持 つ と して い る

の で あ る。

　 3 ）の 塗 装 に つ い て は 漆 塗 装 を事例 と して 挙 げ、従来行 わ れ

て い る ニ ス に よる 塗装は、日光等に よ っ て 変色す る こ とか ら、

漆に よ る 春慶風 の 塗 りを試 み た とい うの で あ る。こ の 塗 装技 術

は、技 師の 佐 藤徳 次郎 が 考案 した と記 して い る。

　 4 ） の 製 品の 価 格 に 関 して は、曲木 椅 子 を事 例 と して い る。

国 内外 の 市場 競争 に 対 応 す るため、敢 え て 廉価 に 価 格 を設 定 し

た の で あ ろ うが、製品 の 主体 を椅 子 に 設定 して い る。

　 5 ） の 二 つ の 記 述 は 、秋 田 曲 木 製 作 所 が 開 設 さ れ た 1910 （明

治43）年 11月か ら 3 ヶ 月 を経 た 1911 （明 治44）年 2 月 に 新 聞紙

上 に 掲 載 された もの で あ る。特 に 問題 とな るの は、後者で 示 し

て い る株 式 会社組 織 へ の 移 行 を、町の 有 力者 が 検 討 し て い ると

い う点 で あ る。椅 子 の 生産 を開始 したば か りで 製 品の ラ イ ン ナ

ヅ プ も整 っ て い な い 時期 に、株 式 会社 に 改め る こ とは、企 業の

進展 と して は極め て 性急で ある。

　秋田 曲木 製作所は沓澤熊之 助の 資本 に よ っ て 設立さ れた もの

で あ る。設立は 1910 （明 治43）年 11月で あ る が、営業を開始 し

た の は 1911 （明 治44）年 1 月 あ た りら し い ［注 28］。つ ま り、

営 業を 開始 し た時期 の 記事 が 「日 本
一

の 工 場 」 で あ り、そ の 中

に株 式 会社 へ の 改組 が 検 討 されて い る と記 して い るの で あ る。

こ う した記 事の 背景 には、飯 島直 助 と沓澤 熊之 助 によ る 投 資家

を募 る 目的 が あ っ た と推 察 され る。さ らに 遡れ ば、秋 田曲 木製

作所 の 設立 は、本格 的 な曲木 家具 製造 企 業 設立 の ため の 布 石 と

して 当初 よ り位 置づ けて い た と考 え られ るの で あ る。投 資 家 を

募 る目的が あ っ た か らこ そ、あ えて 「日本
一

の 工 場 」 とい う宣

伝 文句 を使 っ て ア ピール したの で は なか ろ うか。

5．3．秋 田 曲木 製作所 の 製 品

　現 存 す る資料 で は、図 1 ［注29］の 曲木 椅子 しか確認 す る こ

と が で きな い 。図 1の 椅 子は 、卜
一・一

ネ ッ トの N，o．14タイ プ を基

本 に して い る。右 の 椅 子 の 座 面は 、籐 張 り か合 板 を使 用 して い

る。左 の 椅 子は ク ヅ シ ョ ン 材 を加 えて 布 張 りした もの で あ ろ う。

　 秋 田 曲 木 製 作 所 の 製 品 は、5．2．に 示 し た よ うに 車 輪、器 具、

船具も含まれて い る。しか しなが ら、　 「日本
一

の 工 場」 で 示 し

て い る 製品 は、そ の 設 備 に着手 して い る とい うだ けで 、実際に

デ ザイ ン 学研究　 BULLETIN 　 OF 　JSSD 　Vol ．48　No ，3　 2001　　 109

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Society for the Science of Design

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Soolety 　for 　the 　Solenoe 　of 　Deslgn

図 1　 秋 田曲木 製作 所 の 製品

製作 して い る とは 限 ら な い。複 雑 な 曲 木 用 の 治具 を 短 期 間 に 多

品 目に 対 して 備 え る こ とは、極 め て 難 し い こ とか ら、実 質的 に

は トーネ ッ ト社の コ ピ ータ イ プ の 曲木 椅 子を中心に 製品 化 した

と推 察 され る。

6 ．秋 田木工 株 式 会社 の 設 立 と 生産シ ス テ ム

6．1 秋 田木工 株 式 会社 の 設 立

　191t （明治44）年 9 月 12日に 秋 田 木 工 株 式会 社が 設 立さ れ る。

5．2．で 示 した 1911〔明 治44）年 2月 の 新 聞記事 以 降 の 動 向に つ

い て は、管 見 の 限 り知 る 手 が か りが 見 当た らない 。 株 式組 織へ

の 移行 に 関 して は、飯 島直助 が 中心 的な 役割を 果た した 口J能件

が 高い 。そ の 背 景 に は、木材 工 業 の 発 達 を 目指 す 秋 田県 当局の

援 護 が あ っ た こ と は、5．L で も触 れ た よ う に、刊 行 物 に 明 確 な

記載 があ る こ とか ら疑 う余地 は ない ．つ ま り、民 間企 業 の 設立

に 対 して 、県 当局 が 最初 か ら関与 して お り、秋 田木 工 株 式 会社

の 設 立 が官 民一体で 成 され た こ とを 裏付 け る論拠 に な る。

　 9 月 12日に 24名の 株 主に よ っ て 役 員選挙 が 成 され 、次 の よ う

な 役員 が選 出 され た ［注 30］。
・取 締役社 長　 柴 田養助

・専務取締 役　 飯 島直助

・取 締役　 　 　藤木 勇太 郎 ・奥 山六 右 衛 門 ・山脇 久 明

　　　　　　 沓澤 熊之 助

・
監 査役 　 　　 柴 田 貞 蔵

・
山 内 三 郎 兵 衛

・高橋徳 太 郎

　特 筆 され るの は、秋 田 県林務 技 師で あ っ た飯 島直助 が職 を辞

し、専務 取 締役 に な っ た こ と、秋 田 曲 木製 作 所 を 設 立 し た 沓 澤

熊之 助 が 社 長 に 選 出 され な か っ た こ と が 挙 げ られ る。秋 田 曲木

製作所の 設立 を支援 し、山林局 との パ イ フ 役を果 た して きた飯

島直助は、つ い に 民 間企 業 の 役員 とい う道 を選択 したの で あ る。

飯島は そ の 後 1922 （大正 ll）年 まで 秋 田 木 工 株 式 会社 の 役 員 を

務め て い る ［注 31］。

　沓 澤熊 之助は、1912 （明 治45）年 5 月 の 第 1 回定時株 主 総会

に は 名前 が 見 え る が、1914 （大 正 3 ）年 正 月 の 『秋出魁新報 』

の 広 告 に は 役員 名と して は 見 当た らない ［注32］。お そ ら く、
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第 1回定 時株 主総 会後 か ら 1913 （大 正 2 ）年 ま で の 間 に 身 を 引

い た と推 定 され る。

　取 締役 社長 の 柴 田 養助 を 筆頭 に、株 主 はほ とん ど湯澤 町 の 名
．
七で 占め られ た。突 出 した 資本 家が い な い ため、町 の 有 力者に

よ る 共 同経 営 とい っ た雰 囲 気で 経 営 が進 め られ て い く。こ う し

た経 営基盤 も秋 田木工 株 式 会社の 特徴 で あ る。

6．2．秋 田木工 株式 会社 の 生産 シ ス テ ム

　 秋 田 木 工 株 式会 社は、秋 田 曲木 製作 所 を 母体 と して い る こ と

か ら、．L 場及 び 設 備は 秋田 曲木製 作所 の もの をそ っ く り継承 す

る こ とに な る。

　 工 場 は 曲木技 師 の 佐藤 徳 次郎 を中心 に 進 め られ て い くが、佐

藤 徳 次郎 は 秋 田 曲 木 製 作 所 が 設 立 さ れ た 後 、東 京曲 木工 場時代

の 同僚 を少 な く とも 4 名呼び 寄せ て い る 匚il　33］。こ の 時期 は

先 に も述 べ たよ う に、東京 曲木T二場 が営業 不 振 で 閉鎖 さ れ て い

た ため、職 を失 っ た曲木 家具 職 人を呼 び 寄 せ る こ とがで きたの

であ ろう。秋 田木 工 株 式 会社 は職 工 60名、曲木 椅 子の 生産 が
一一

日平均 50脚 で 出発 す る。 こ の 職 T．60名の 中で、約 1割 が 東 京曲

木工 場 の 出 身者 で あ っ た 。 と こ ろが、秋 田木 「株 式 会社 の 開業

式が 行 わ れ た 1911 （明治44）年 10月 17日に は、工 場 か ら 出席 し

た職 匚名簿 に佐 藤徳 次郎 と、も う　
一
人東 京曲木 工 場 出身者の 名

前が 見 当た らない ［注34］。佐藤 徳次 郎の 名 前は そ の 後 の 秋円

木 工 株 式 会社 の 記録 に は
一

切 認め られ な い 。

　 5．2．に 示 し た 秋 田曲木 製作 所の 生 産 目標 は、椅 子、卓 子、帽

子 傘立、化 粧 台、洋 服 掛 、車 輪、器 具、船 具、運 道 具 等 で あ っ

た n こ う した木 製 品の ラ イ ン ナ ッ ブ は 、淀 橋曲木
一
匚場 と 強い 連

動 性 を感 じ させ る Lt 確か に、トーネ ッ トネ十も申 輪や船 具を製作

した こ とは事実 で あ るが、秋 田曲 木製 作所 の ような 小規模 の 工

場 で 曲 木 の 多 品種化 を日指 した こ とも
一

つ の 特徴 とい え よ う。

　 大止 初期 に 製 作 した とされ て い る秋 川木 工 株式 会社 の カ タロ

グ で は 、営 業 品 目を次の よ うに 記 載 して い る ［沖 35］。

　 營業 種 冖　 製 材及 其製板 品 販賣

　 各種 曲木 椅 子● 卓 子其他 西 洋家 具● 建築 用曲 ケ 材 ●車輪 ●馬

　車及 荷車 ■ 農具 ●船 具 ● 運道 具 ● 額 縁● 鞍 骨● ス テ ヅ キ ● 洋

　傘柄 ● 轆 轤細 工 ■壓 搾 彫 刻應 用 品 ● 經 木

　圧 搾 彫 刻応 用 品 とあ る の は 、農 商務 省か ら貸与 され た 圧 搾 彫

刻 機 械 を 使 用 した も の で あ る。1912 （大 正 元 ）節 に 農 商務 省の

木 工 機 械 貸与の 制度 を 知 っ て 請 願 した 結 果、1913（大 正 2 ）年

6 月 に 貸与 され た ［注 36］。した が っ て、カタ ロ グの 制作は 早

くとも1913 （大 正 2 ）年 6 月以 降 とい うこ とに な ろう n

6．3，秋 田 木 工 株 式会社 に 対す る 農商務省 の 関与

　圧 搾 彫刻 機械 の 貸与 その もの は、国 の 制度 を活 用 した もの で

あ るが 、そ う した制度 が 存 在 す るこ とを知 り得た の は、農商 務

省 と強 い パ イ プ を 持 っ て い た か らで あ る。

　宮城 県の 官営鍛 冶谷 澤 製 材所 は 1910 （明治43）年 6 〔 1 目に、
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表 1　 秋 田 木工 株 式会 社 の 設立 過 程 に 関 す る 編年

年　　 代 農商務省に 関する 事項 民間 の 曲木 椅 子産業に 関する 事項 秋田木 工 株式会 社に 関する 事項

lgo7 （明 治4  年 ・1907 〔明治4の 年　 農商務省 山
・1907 （明治4の 年 泉曲木 工 場が 大阪府楠根

林局林業試験場で 曲木椅子 の 実 村稲田で 開業 する 。
験が 開始さ れ る。 ・1907 （明治4の 年 淀橋 曲木工 場が 日暮里 に
・191）7 （明治4の 年 6月　 農商務 移転す る 。
省 の 嘱託員 として オ

ー
ス トリア

・ハ ン ガ リ
ー

の曲木家具製造業
を調査 して い た平 尾博洋が 帰 国
す る。

1908 （明治41 ）年 ・四 〇8 〔明治4D 年 8 月　 佐 藤振
五 郎が ドイ ツ 、オ ー

ス ト リア の

留 学を 終えて 帰国す る。

1909 （明 治42）年 ・1909 （明治42）年 3 月　農商務 ・19【｝9 （明治42）年 オ ー
ス トリア で 曲木の 技 ，1go9 （明治42）年 3 月　 秋 田県林務技 師の 飯

省 Ul林局は 、宮城県鍛 冶谷 澤に 術 を習得 した佐遜魍 が 、錙 で 島直助は、『秋田魁新報』 に 「ぶな、其 他雑
官営の 製材所 を建設 し、広 葉樹 働 く。 木 の 工 藝 的利用に就て 」 を執 筆する 。
の 研究 を開始 する。，1909 （明治翌 ）年 5月　 農 商務
省 山林局林業試験場で 実施 して

い た曲 木 椅子 に関 す る実 験 結果

が発表 され る 。

1910 （明 治43）年 ・1910 （明治醤 ）年 6月　 鍛 冶谷
・1910 （明 治43）年 6 月 匿 名組合で 東京曲木

澤 製材所 が 宮城大 林 林 区 か ら分 工 場が 再 開 さ れ る が、まも な く失 敗 し た。 ，19且0 （明 治43）年盛 夏　東 京曲木工 場技 師で

離 され 、山林 局の 直轄 と な る 。 あ っ た 佐藤徳次郎が 飯島直助 を頼 っ て 秋 田に

佐藤振五 郎が 初代 の 所 長に任命 来る。飯島は蕾澤熊之助 に佐藤 を紹 介す る。
さ れ る 。佐藤 振五 郎 は広葉 樹活
用促進 の ため、東北各地 で 講演 ↓
を行 う。　　　　

・・・…
　
一・…

　
一・一一，．一■匿．．■．，．一，．鬯匿．一・．．，■．一，■．o■鹽圏幽圏■■■ ・1910 （明治43 ）年11月　 秋 田 県湯沢 時に 秋 田

曲 木 製作 所 が 開 設 さ れ る。

1911 （明 治44）年 ，1911 （明治44 ）

　　　↓
年 1 月　 秋 田 曲木製 作所で 生

・1911 （明 治44 ）年 2 月 合資会社東京曲木工 産が 開始され る。
場が 設立 されるが 、伊 藤力之助が死亡 したた
め解散す る 。 十

・1田 1 （明治44）年4 月　鍛 冶谷
澤製材所が林 業試験場 の 支場 と 1911 （明 治44）年 9月　秋 田 曲 木製 作所 が

な り、鍛 冶 谷 澤木 工 所 と改 め ら 秋田 木 工 株式 会 社 とな る。飯 島直助 は 秋 閉
れ る。 県林 務技師 を辞し、秋田木 工 株式会 社の 専

務取 締 役 に就任 す る。
・1911 〔明 治44）年 10月　 秋 田木 工株 式 会 社が

開業し、曲木家具が 製造 され る 。開 業式の 名
簿に 技師 の 佐 藤徳 次 郎 の 名 前 は 記載 さ れ て い

1912 （明治45＞年
・1912 （明治45）年 3 月　農 商務 ・1912 （明治45）年 3 月 渋谷 幸道 は東京曲 木 な い 。
省 山林局 技師 で あ る望 月 常を 中 工 場 を再 開 す る 、、 ・1912 〔明 治45）年 5月　 秋 田 木 工株 式 会 社 の

心 に 『木材 ノ 工 芸的利 用』 が 編 第 1回定 時株憲 総 会 が開 催 さ れ る。
纂 され、刊行 され た。

宮城 大林 区署 か ら分 離 されて 山林 局 の 直轄 とな る。そ の 時の 所

長が、ヨ ーロ ヅ バ に留学 した佐藤 賑 五郎 で あ っ た。1911 （明 治

44） 年 4 月 t日に は林 業 試験 場 の 支場 とな っ た が、佐 藤 賑五郎

は引 き続 い て 支 場長 と して 勤 務 す る。秋 田 曲木 製作 所、秋 田 木

工 株 式会 社の 設 立 時に、ヨ
ー一

ロ ヅ パ の 曲 木業 の 技術調 査 を行 っ

た佐 藤賑 五 郎 は 秋 出県 に 近 い 宮城 県 で 勤 務 して お り、東北 各地

で 広 葉 樹 活 用 の 講 演 会 を 催 して い た 。1915 （大 正 4 ）年 に 鍛 冶

谷 澤 木 工 所 は廃 止 され る に 至 る が、そ の 際、木 工 機械 類 の 多 く

は 民 業 奨励 の た め に 貸与 さ れ た 匚注37］。鍛 冶谷 澤 製 材所 に は、

曲木用機械が 7 台設 置 され て い た こ とか ら、秋 田木 工 株 式 会社

に
一

部貸与 した 可 能性が極 め て 高い 。大 正 中期 よ り秋田木工 株

式会 社 に勤務 し、後 に社 長、会長 を歴任 した長 崎 源之助 氏 も、

鍛 冶 谷澤 製 材所 に備 え付 けて あ っ た 曲木 用機械 を 2台 貸与 され

た と伝 えて い る こ とか ら ［注 38ユ、農商 務 省 山林局 との 関わ り

が い か に 強 か っ た か が 理 解で き る。

　佐藤 娠 五 郎 は 「明 治林 業逸 史 』 の 中で 木 材工 芸 に 関 す る 部分

を執 筆 す る、曲 木 工 芸に 関 する 部 分 で は、秋 田 木 工 株 式会 社 の

解 説 で 飯 島 直助 の 功績 に つ い て 詳 細 に記 述 し、写 真 も掲 載 して

い る ［注39］。佐藤と飯島の 親密さ を示 す好例 で あ る 。

6．4．秋 田 木 工 株 式会社 の 設立 に 至 る 編 年

　 農 商務 省 山林 局 の 活 動、秋 田 県林 務技 師 の 飯 島直 助 の 活 動、

民 間 の 曲 木 家具業 界 の 動 向、秋 田 曲木製 作所 の 設立、秋 田木工

株式会社の 設 立 等 を編 年化 す る と表 1の ように まとめ られ る 。

7 ．　 ま と め

　第 1報 にお い て は、1905 （明治 38）年 か ら］907 （明治40）年

に かけ て 相 次 い で 設立 され た東 宗 曲木 工 場、泉曲木工 場 とい っ

た 民 間 の 曲 木 工 場 は、農商 務省 の 関与 が なか っ た こ と を 明 ら か

に した。と こ ろが 、本 論 に て 追 究 した 秋 田木工 株 式 会社 は、そ

の 前 身 で あ る秋 田 曲木 製作 所 も含 め、当初 よ り官民
一

体 で 検討

さ れ 、設 立 に 至 っ て い る。そ の 実態 に つ い て は、次 の よ うに ま

と め ら れ る。

1 ）農 商務 省 に お け る 曲木 家 具 業 の 育成

　　農 商務 省は 1905 （明治 ll8）年 あた りか ら本格 的 に 曲 木 家具

　　業の 育成 に 対す る検
．
討 を始 め る 。 そ の 具体 的な展 開 は 1906

　　 （明治 39）年 か ら1908 （明治41）年に か けて 行 っ た、平尾

　　博 洋 の オー
ス トリア

・
ハ ン ガ リーの 曲木家具 製造業調査、

　　佐藤賑 五郎の ドイ ツ
・
オ
ー

ス ト リ ア の 森林工 芸視 察で あ る。

　　 こ れ ら の 調 査 、視 察 報 告は 、農 商務 省 の 機 関 誌 を通 して 全

　　国 に 紹 介 さ れ、木 材 産地 に 立 脚 し た曲木 業の 有望 性 を強 調

　　 し た。ま た 、ヨ
ー

ロ ッ パ よ り帰 国 した 佐 藤娠 五 郎 は、東 北

　　各地 を講 演 し、広 葉 樹 の 利 用 促進 の た め に 木 材工 芸 が 有 望

　　 で あ るこ とを説 い た 。 さ らに、1909 （明治42）年 に設 立 さ

　　れ た宮城県 の 鍛冶谷 澤製 材所 内 に、曲木 の 設 備が 備 え られ

　　られ た こ とか ら、東 北地 方に 曲木業 へ の 関心 が 高 まっ た 。

2）秋 田県林務 技 師飯 島直助 の 曲 木 家具 業設 立 へ の 情熱

　　秋 田県林務 技師で あ っ た飯 島直助 は、1909（明治42）年 3
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　　月か ら 4 月 に か けて 『秋田 魁新 報』 に、　「ぶ な、其他 雑木

　　の 工 藝 的利 用に 就て 」 とい う記 事 を執筆 す る。そ の 中で 、

　　秋 田産 の ブ ナ材 を利用 した 曲木 家具 業が、木材 工 業 と して

　　有望 で あ るこ とを強調 した 。 こ う した飯 島の 曲木業 に 対 す

　　る情 熱 は、農 商務 省 の 政策 を理 解 した とい うよ り、佐 藤娠

　　五 郎 に 代表 され る 山林 局関 係者との 交流 よ り形 成 され た も

　　の と推察 され る。飯 島の 熱 意が な けれ ば、秋 田曲木 製作 所、

　　秋 田木 工 株式 会 社の 設 立 は 成 さ れ な か っ た で あ ろ う。

3 ）オ
ー

ス トリ ア の 曲木 業 、東 京曲 木工 場 か らの 技 術 導入

　　曲 木 家 具業 の 成 立 に は、材 料 の 確 保 と共 に 製 作 技術 の 導入

　　 が不可 欠 とな る。飯 島直助 は 自 ら東 京曲木 工 場 に出 かけ、

　　曲木家具生 産の 実態を見学 する。そ う した東 京曲 木工 場 と

　　 の 関 わ りを通 して、曲木技 師の 佐藤 徳次郎 との 交 流 が 始 ま

　　 る。1910（明治43）年 夏 に佐藤 徳次 郎が飯 島を頼 っ て 秋 田

　　 を訪れ、事 業家 の 沓澤 熊之 助 と出 会 う。 そ の 出会 い が 契機

　　 とな り、秋 田曲木製作所が設立 さ れた。曲木の 生 産技術は

　　すぺ て 東京曲木工 場の 技師 で あ っ た佐藤徳 次郎 が指 導 す る。

　　佐藤はオ
ー

ス ト リア で 曲木 技術 の 修 業 を行 っ て い る こ とか

　　 ら、秋 田 曲木 製作 所 を継承 し た秋 田 木工 株 式会 社 は、オー

　　ス トリア の 曲木 業 と東京曲 木工 場 の 技術 を基礎 と して 設立

　　 さ れ た とい う こ と に な る。

　秋 田木 工株 式 会社 は、そ の 後 幾多 の 変遷 を経 た が、明 治 期 に

創業 した 唯
一

の 曲木 業 と して、現在 も 曲 木 家 具 を製 作 して い る。

曲木椅 子 を中心 とし た 意 匠の 展 開 に つ い て は、第 4 報 に て 考察

す る 予定で あ る。
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30）前 掲 5）　 19−20
3D 前 掲 5 ）604

32）前 掲 5 ）23−33

33） 前掲 5 ） 15

34）前 掲 5 ）25

35）前掲 5 ）図版

36）前 掲 5 ）38−39

37）寺 尾辰 之助 ：明 治林業 逸 史，大 日本 山林 會，595，1931

38） 前掲 5 ）4G

39） 前掲35）603−605　 こ こ で は飯 島張邦 とな っ て い る 。

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


